
警友
クラプ
が
見事
優勝

般
老
連

主
催
会
長
杯

争
奪
第
七
回

ペ
タ
ン
ク
大

会
が
、
十
月

十
八
日
、
生

憎
の
悪
天
候

の
な
か
、
庄

東
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド

で
、
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
に
引
き
続
き

林
振
興
会
長
、
村
岡
市
議
ら
の
始
球

式
が
行
わ
れ
た
あ
と
競
技
に
入
り
ま

し
た
。

光
寿
会
か
ら
四
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま

し

た

が

、

そ

の

う

ち

公

文

名

チ

ー

ム

森

博

。
開
田
道
雄

・
林

義
き

、

川

原

チ

ー

ム

貪

部
由
美
子

・
林
久
子

。
一局
畠
夏
こ

、ヽ

善
友
ク
ラ
ブ

尺
田
政
夫
・
林
喜

興
士心
。
林
孝
じ

の
三
チ
ー
ム

が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

出
、
善
友
ク
ラ
ブ
が
三
合
チ

Ａ

チ

ー

ム

（
林
喜
興
志

・
林
孝
進

・
八
田
政
参

、

第

六

回

公

文

名

チ

ー

ム

（
島
道
成

。
林
甚
松

。
島
照
こ

に

つ

い

で

、

こ

れ

が

四

度

日

と

な

り

ま

す

。

な
お
今
年
の
準
備
当
番
は
徳
万
で
し
た
。

イ

一頼
成勢
ふ
るわず

紫
団
五
位
青
団
七
位

快
晴
に
恵
ま
れ
た
十
月
四

日
、
第
三
十
五
回
地
区
民
運
動

会
が
庄
東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
頼
成
は
紫

・
青
団
と
も

に
奮
闘
及
ば
ず
五
位
と
七
位
に

終
わ
り
ま
し
た
。
中
盤
ま
で
は

ま
ず
ま
ず
の
成
績
で
し
た
が
、

得
点
の
多
い

一
発
逆
転
玉
入
れ

じ
、
残
念
な
が
ら
良

い
成
績
を
上
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
参
加
す
る
こ
と
に

意
義
が
あ
る
と
は
言
え
、
や
る
か
ら
に
は
勝
ち
た
い
と

思
う
の
が
当
た
り
前
。
今
年
の
敗
因
を
分
析
し
来
年
は

是
非
上
位
入
賞
を
狙
い
た
い
も
の
で
す
。
。

な

静

の

「つ

た

落
景
ｔ
マ
森
の
や
せ
ゆ
く
晨
ど
，
り
ぬ

林
　
春
月
子

光
寿
会
が
善
戦

ｅ
敢
闘
賞
菫
賞

第
五
回
砺
波
市
ベ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会

第
五
回
砺
波
市
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会
が
、
秋
晴
れ
の
十

月
十
二
日
、
市
内
全
域
か
ら
七
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
高
道

運
動
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

般
若
地
区
か
ら
は
九
チ
ー
ム
が
出
場
、
光
寿
会
チ
ー
ム
、

三
合
チ
ー
ム
、
安
川
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出

し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
光
寿
、
三
合
Ｂ
が
ベ
ス
ト
フ
オ
ー
に

勝
ち
残
り
、
熱
戦
の
結
果
、
三
合
が
準
優
勝
、
光
寿
会

（八

田
政
夫

・
林
甚
松

・
林
博
）
が
第
四
位

（敢
闘
賞
）
に
入
賞
し

ま
し
た
。
六
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
砺
波
市
民
体
育
大
会

で
も
光
寿
会
チ
ー
ム

（八
日
政
夫

・
林
喜
興
志

・
林
博
）
は
準

優
勝
し
て
お
り
、
頼
成
光
寿
会
の
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
実

を
結
び

つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

―
ム
を
破

っ

て
見
事
優
勝

・
を
果
た
し
ま

一
し
た
。
　

頼

）
成
光
寿
会
チ

）
―
ム
の
優
勝

日
は
第
三
回
の

光
寿
会
Ｃ
チ

ー
ム

（武
部
則

行

・
林
孝
雄

・
八

、
田
茂
興
）
、
竺
″

四
回
光
寿
会

地墨皇蓬墓TI‐

顧
認籍
緩
獅鵜
鍔
醸
藤
』覇

真
の
よ
う
に
正
面
を
見
な
い
で
左
後
ろ
を
振
り
向
い
て
立
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。一」の
阿
弥
陀
様
は
な
ぜ
振
り
向
い
て
お
ら
れ
る
の
で
し
よ
つ
か
。そ
の
わ
け

を
永
観
堂
の
工
で
あ
る
永
観
律
師
が
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
居
ら
れ
ま
す
。

「思
い
や
り
深
く
周
囲
を
み
つ
め
な
が
ら
、自
分
よ
り
お
く
れ
て
く
る
者
た
ち

を
愛
と
情
け
を
持
っ
て
待
ち
続
け
る
お
姿
」
。さ
ら
に
続
け
て
「そ
れ
は
、衆
生
と

と
も
に
正
し
く
前
へ
進
む
た
め
の
先
導
者
と
し
て
の
あ
る
べ
き
お
姿
」
で
す
と
。

す
べ
て
の
衆
生
の
願
い
を
真
正
面
か
ら
受
け
と
め
な
が
ら
、そ
れ
で
も
な
お
受

け
止
め
残
し
た
人
び
と
が
い
な
い
か
と
案
じ
て
、後
ろ
を
見
か
え
ら
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
阿
弥
陀
仏
の
、み
ｃ
の
広
さ
と
深
さ
が
そ
の
お
姿
に
に
じ
み
出
て
い
ま

す
。格

差
が
拡
大
し
、
と
も
す
れ
ば
弱
者
が
取
り
残
さ
れ
恙
れ
去
ら
れ
る
今
の

せ
の
中
。
一
国
の
宰
相
に
は
ぜ
ひ
こ
の
見
か
え
り
阿
弥
陀
の
お
姿
に
学
ん
で
欲

し
い
も
の
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
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10月 のらんじょ浮世亭は、いつもの定番メニュ

ーのほか、有志の方々のお力添えで「ふれあい

茶会」を開催しました。武部由美子さんのお点

前、林すみ子さんの解説で、参加者一同なれぬ手つきながら、神妙に茶席の

作法にしたがってお茶を楽しみました。前日夕方から茶席のしつらえに当たられ

るなど、お世話頂いた方々に感謝しながらのひとときを過ごしました。

午後の書写・朗誦の集いは、仏説阿弥陀経の第十回日、西方、北方の無数
の佛達が、それぞれの佛の国で、弥陀の功徳を説いておられる様子を表した
六方段の部分を書写しました。
次回は 1霧 漏 18園

(第 3水躍轟)です。
簡単なペーパークラフト

(紙工作)を楽しみます。

忘れずに紙切りの出来る

ノヽⅢ排亀をご持参下さ
い 。

堤
防
道
路
と

の
立
体
交
差

砺
波
野
大
橋

来
年
四
月
供
用

開
始
予
定
の
砺
波

東
バ
イ
パ
ス
エ
事

の
、
十
月
末
現
在

の
状
況
で
す
。

頼
成
側
の
土
盛
り

工
事
が
進
み
、
完

成
時
の
様
子
が
イ

メ
ー
ジ
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し

秋
晴
れ
の
十
月
十
三
日
、
会
員
二
十
七
名
が
参
加
し

て
恒
例
の
光
寿
会
秋
の
一
泊
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
能
登
路
で
、
初
日
は
志
賀
原
子
力
発
電
所
と

ア
リ
ス
館
、
二
日
日
は
総
持
寺

・
フ
ロ
ー
リ
ィ
ｏ
妙
成

寺

ｏ
気
多
大
社
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
ガ

イ
ド
の
説
明
が
つ
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て

見
間
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
、
た
い
へ
ん
実
り
の
あ
る

研
修
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

綿
密
に
計
画

・
手
配
し
、
お
世
話
い
た
だ
い
た
幹
事

さ
ん
方
ま
こ
と
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

tili

網■ 「、
議

0た

お

く

や

み

林
　
よ
し

い
　
様

十
月
十
八
日
死
去

享
年
　
数
え
年
　
百

一
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す


